
u.D.C.る21.791.75.03:る2l.3.012

整流器式直流アーク溶接機の電流制御特性
CurrentControICharacteristicofRecti丘er TypeDCArcWelder

秋 山 修* 坂 部 昭*
(_)samu Akiyama Akira Sakabe

森 実 仲 明**
NobuakiMorizane

内 容 梗 概

自11感化直列形･拘火磁化山列形･並列式自己飽和形の‾･･r飽和リアクトル三種を取り上げ,三相整流回路に

使用した場今のゲート電流の制御特性を検討した〔鉄心の磁化曲線を伽診であると仮定すれば制御電流とゲー

ト′i訓己の閃に等アンペアターンの法則が仏土するが,普通ケイ素鋼板の鉄心の場合には負荷電圧が高くなると

この関係が鉱一i･′二せず制御鎚化プJを大きくすることが必要である｡抑こ付加磁化伯列形では30～50%増すこと
が必要である‥

-て種の‖r飽和リ7クト′Lを整流器式直流7-一ク捌妾機の電流制御機構として偵馴‾る場fナ,外部特性から出

川土日巾磁化直列形ではソフトアーク特性,はかの二梓ではフォースフルアーク特性をホし,また,過渡特

性･出力電流の波形について三種を比較し,特定数の掛､こと,脈動率の比較的少ないことなどの点から並列

式日己飽和形が特性的にすく､'れていることを示Lた｢.

1.緒 言

アーク溶接機の出プJ特性とLてほ,アークを`女走に持続するたd7‾)

に負荷電圧が変化しても電流の変化期合の少ない垂下特性が要求さ

れる｡アーク負荷は抵抗に相当するので垂下特性を得るのに内部リ

アクタンスを人きくし,1鮎‡とリアクタソスにかかる電圧に位相差

があることを利用している｡具体的な方法としては,

(1)漏えい変托器

(2)イこ飽和リ7クトル

(3)可飽和リアクトル

による方法がある｡可飽和リアクトルによる方法はほかの方法と比

較して

(1)電流調整が容易である｡

(2)電流調整範田が広い｡

(3)構造が簡単である｡

(4)特性調整が可能であるへ

などの長所があり,整流器式醗流7一

ク溶接機の電流制御機構に一般に用い

られている｡

さらに,溶接機の特性にも垂下件の

良いソフトアーク特性とする以外に,

フリージングを防ぐために短絡時の電

流が大きくなるフォースフルアーク特

性としたり,ホットスタート･クレー

タフィラー･アークブースタなどの補

助装捏を付加するためにも,′+､さな制

御電流を操作するだけで電流調整ので

きる可飽和リアクトルがアークi容接機

の叶変イソピーダソスとして適してい

る｡

可飽和リアクトルは磁気増幅器とし

て制御棟掛こJムく用いられているが,

はとんど単相の似合であi′),溶接榛の

電流制御卿韓のように一定制御電流で

負荷の状態が変るものとか三相鮒龍山

路に接続されたものについての研究ほ

十分になされているとは言いがたいり

*
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(∂)直列彬(自由磁イヒ)

三相整流ト】一路に接続された可飽和リアクト′しについて構成をl_｢l由

磁化直列形･拘束磁化直列形･並列形と1′1己飽和形を組ふ合わせた形

の並列式口己飽和形の三種に分け,構成の相異による制御特性の追

いを電圧電流波形･静特性･動特性より検討し,アーク溶接用の電

源としてどのような構造のものがよいか考察した結果を報告する｡

2.単相回路に接続された可飽和リアクトル

単相回路に接続された可飽和リアクトルはその接続の方式により

直列形･並列形･自己飽和形に大別される｡このうち直列形につい

ては制御回路の矧如こより自由磁化と拘束磁化に分けられ,ゲート

電流の制御横構は各方式により著しく異なる｡各方式の構成および

鉄心の磁化陣性を理想的角形と仮定した場合のゲート電流･ゲート

電圧･磁束の変化状態を弟1図に示す｡

帝列形可飽和リアクトルで制御巻線以外にイソダクタソスを含ま
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第1図 可飽和リアクトルの構成および波形
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1372 昭和38年8月 日 立ない自由磁化の場合は弟1図(a)のごとくなり,C脚ほ短絡状態で

磁束変化がないのでAB向脚の磁力ミ変化は等しくなるから電源電圧

はゲート巻線ABに二分され,磁火の変化する1告Jはゲート這流ほ客

でありA脚が飽和したところでゲート電流が流れる｡飽和したA脚

でほ磁束の変化がなく電圧は宥となり,不飽和のB脚ではゲーート巻

線を一次,制御巻線を二次とする変圧器のような関係になりB附こ

生ずる起磁力をC脚で打ち消すことが必要で,仮定した磁化斗‡性上

り励磁電流を無税できるから制御電‡如こよって定まるゲート.昆流が

流れる｡次の半サイクルでほAB仰の状態が逝になる｡回路の机抗

が大きい場合にほ通電するまでの位相角も電流の振幅も小さく,凹

路の抵抗が′J＼さければ位相角も電流の振幅も大きくなり一定励磁で

はどちらの場合でも､ド均値が等しくなり,次の関係式が成il(二する｢.

ん〃c=んノ帖 ‥

‖(1)
ここに /し:Tlilj御電流平均伯

凡:制御巻線巻回数

ん:ゲート電流平均値

ノ帖:ゲート巻線巻回数

制御回路にイソダクタンスが存在し脈動掘流が流れない凹路の場

合には拘束磁化となり第1図(b)となる｡電源電圧がゲート巻線に

かかり生ずる磁束が制御巻線による磁束と加わる脚では飽和状態で

電圧降下はなく,打ち消し合う例の脚で制御電流に等しい磁化力を

ゲート巻線に生ずる｡制御電流ほ拘束磁化で脈動分がないからデー

ト電流も同様に方形波電流となり,この場命にも(1)式が成立する

回路に抵抗がない場合にほ電流は90度遅れの波形となる.=

並列形可飽和リアクトルの場合にも由列形と同様制御回路のイン

ピーダソスの大きさにより制御機梢がやや共なるが,いずれの場で‡

にも

ん凡=÷ん凡‥‥ ‥(2)

が成立する｡制御回路のイソピーダンスがゲート巻線のインピーダ

ソスより大きければ弟1図(c)の波形となる∩鉄心の飽和J那盲=1は

電源電圧と抵抗によって定まる電流が流れ,不飽和期間では凸カr‾こ-J

に制御電流によって定まる一定電流が流れ,デーート巻線は交流電誠(

に接続されており直流分を含み得ないから‾r一三fl終電流の平均値が等

しくなる｡

自己飽和形l･il路の場f†にほ巾二列形･並列形の場合と全くて刷御横柄

を異にする｡弟l図(d)に示すようにゲート回路の一端に∃た流器を

接続することにより,竜山電虻の正の半サイクルの旧JA脚のみに通

電し負の半サイクルの間B脚のムに通電する｡絹臓J電流ほ小さくA

脚ほ最初不飽和状態にある｡i†三の電忙がかかるとともにA脚の鎚如

は増加し,飽和して電源電圧と航抗によって定まる電流が流れる｢､

次の半サイクルにB脚に電肛がかかったときA脚の磁火を初上州f如こ

戻し,飽和後A脚の電流と同じ電流がB脚に流れる｡ゲート電流ほ

並列形と異なり負電流が阻止二され制御l[胡各の磁化力に制1娘されない

ので,制御回路の磁化力ほ初賊の磁射直を与えるだけでよくゲート

回路の磁化力に比し著しく小さくなる〔

3.三相回路に接続された可飽和リアクトル

柴流器式直流アーク溶接機には平滑な出力電流が得られること,

変圧器の利用率がよいことから一一触こ三村全披整流方式が採川され

ている｡

三相全波整流回路でほ滋高電位の相より未別宅電位の相へう忘流が抹

れ中間の電位の相ほ通電を阻【卜さjLる｡l人ほ‡;インピーダンスを触鮎

できる場合には各相の電圧の殻高･炭低F才一りの電圧が出力電圧となり

出力電流もそれに対応した波形となる｡線電沈は各相電圧の最高ま

たは最低のときに流れることになり1サイクルのうち2打/3期間止
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第2図 叶飽和リアクト′しの卜仰木および動作波形

j‾1に祝われる｡

三相回路に可飽和リアクトルを接続した場合にも制御回路の構成

により自由磁化と拘束磁化に分けられる｡.三相整流回路では最高巌

伏侶位の二柑問に電流が流れる｡したがって,制御巻線3個を両列

に抜続した回路では通電小の二柑の制御巻線に対し不通電の相の制

御巻線はリアクタソスとなり拘火磁化条件となる｡それゆえ,三相

川路では3仰の制御進維を並列に接続するか,制御巻線に‾和ユて短

絡巻線を.i封う‾ることによi)制御電流は脈動し得ることになり自由磁

化となる二.このどちらの形においても第2図にホす波形のTl以後に

U相の′都立カミ以it如こなったところでU相の可飽和リアクトルのゲー

11巻線に竜虻が印加されるし.Tlにおいて端由している整流器はRw,

R､ノであるからP点の電位はWユ,Nノ∴くの一石位ほVlに等しく出力電

圧ほβ川で(旨)り,U糾のゲート巻線にかかる`達汁t一三はUIP間の電仕

ビL川･でこの′巨旨仕i･■こよi)磁心変化を/‾卜ずることになるっ

3.1自由磁化直列形可飽禾ロリアクトル

1'仙磁化の場r‡には紗矧磁火ほ不敵机∴叫こふりゲート巻線に電群

が印加されて磁+土射ヒが′【三じ飽和磁火に通したところでゲート電流

が流れる｡第2図(･a)の場f‡1'ヱにて飽和した後ほUlの電位がその

ままPの′仁に位となり,Tご～T3間でほf‾捕f福Jl‾ミt･よc=,となる｡W2は′fE

流が流れなければWlの`■引i｢小こ等しくUlV】の小間の電位であり W

相は整流附こより嵐■立を肌11二さカーtている｡T:i､T4間でほⅤ相の電

位よりW相の'iE位が低くゲート巻線GwにはJlの7引‾l三がかかり磁束

変化が生ずるが,また飽和に千っていないので∫1荷電旺はβ抑のま

まである｡T4になリW相のゲートが飽和すると以後T5までの問N

ノたの√立位ほWlの`右脚こて草しく一触′の電旺が_如拙モ抗にかかる｡
U柑からⅤ仙へ流れるTコ～1､41即こできる可飽和リアクトルの閉

【祁各を考えると舞3国のようになる｡W相の了別御コイルは短絡巻線

があるためU札 Ⅴ相の制御巻線から見ると短縮状態である｡した

がって
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整 流 器 式 頼 流 ア

A脚 C脚 β僧I

ヱ ′)上
/心

〟c

〟ざ

h

†

も
†
¢ぐ

l
¢β

〟

〟5
〃

叫

l

九
l

少c

l

¢β

/c†

第3図 ‾■･J飽和リアクト′レのl州‖l路

¢A=申1-¢2 ‥

如=¢1＋¢2 ……

ここに ¢A:A脚の磁束

如:B 脚の磁火

¢1:ゲート巻線の磁化ノJによる磁火

¢三:制御巻線の磁化力による磁火
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C脚には短絡巻線があるので交流磁東ほ通り得ず¢ゴは一漣磁火で

なければならない｡ゆえに

¢む=0‥‥
d′

触=】凡_姓__=_〟｡`吟空dg df

‥(5)

C√;〟
‖‖

‥(6)

ここに(れ1:A脚のゲート巻線の電虻

βc月:B脚のゲート巻線の電圧

∧も:ゲート巻線の巻1日l数

AB‾l･別邸の磁束変化は等しくゲート巻線にかかる電圧は石船電圧を

二分していることがわかる｡

B脚が飽和するとA脚の磁力ミ如はC脚を通ろうとするのでA脚

とC脚とで変圧器のような作用がtト㌻る｡しかしC脚には恵一ま綿巻線

があるのでA脚の磁化力を打ち消しC脚には交流磁火が∠t三じない｡

ゲート電流,制御電流,実豆終巻線の電流による磁化力について考え

ると,U仰ではB脚が飽和しでbリ

オr;凡;-7ざ〃s一才c∧L=0.‥

短絡巻線の屯流ほ交流分のみでありC脚の磁化力のJ卜均値ほ

去～…打(才5〃5＋オc凡1)糾,凡‥
したかって

んノ帖-ん耽=0

ここに 才G:

7c:

75ニ

凡:

ゲ…ト電流瞬時伯

制御電流瞬時偵

知綿巻線の電流瞬時†巾

制御巻線巻【司教

(7)

(8)

..(9)

ノ帖:短絡巻線巻回数

ゆえに制御電流とゲート電流の平均値の間には単相回路の場合と同

じく,(1)式の等アンペアターンの法則が成立する｡
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ケJ-卜巻線矧･11数14T 制御巻線巻lロト数 560T

第5凶 日山磁化巾列7惇制御特性

第3図からわかるように各柏電流は120度の位川基をもつl｢り一披

形であるから出力名流と娘電流の関係ほ

ん=去～三方榊=÷去～三ご才′ノd′=÷ん･…･･(1n)
ここに ん:｢H力′長流､lま均伯

zβ:出ナノ電流瞬時低

(1)および(10)より

川=ん仙=喜ん〟r∴･ ‥(11)

】土l山磁化の場√?の負荷電口三とL_Hル宝流の関係をホす外部柑イヒを弟

4図に,制御電流と出力電流の関係を弟5図にホす｡J′l荷√心仁が低

く出け竜流の人きいところでほ′字7ソペ7ターンの法州が成ゝ■′二し

ji荷磁圧が高くなるとリアクトルにかかる′亡_に口三が′トさくなり磁化仙

線が角形でないために′こ字アンペアターンの法則からずれてくる｡外

部特性は垂下性がよくソフトアーク特性となっているて､

3.2 拘束磁化直列形可飽和リアクトル

始終巻線を桔たない卜+1路でほ小過′副別間の了1舶1倦線がインダタメ

ンスとして作朋し制御′這流の脈助が少ない拘火磁化となるから,ゲ

ート電流は制御電流の磁化力を打ち消し得る大きさにて1州浪され(1)

式によって定まる方形波電流となる｡

電流の急変ほ磁束が寄となる点で起るから止弦波`違圧であれば最

ー141-
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第7図 拘束磁化直列形制御特性

大値のところで通電することになる｡出力側を短絡し内部抵抗が無

視できれば弟2図(b)に示すようにTlではW相に電流が流れており

Pの電位はWlの電位である｡U柏のゲート巻線Guにほ磁束が零と

なるβ〃Ⅳの最高電旺のT2よF)電圧がかかり同時に電流が流れる｡T2

～T3問でほβuⅣで磁束が変化し,T注にて〟の電位がVlよりWlに変

わりeぴyの電圧で磁束が変化し飽和磁力(へ以る｡拘束磁化の外部特

性を葬る図に,制御特性を第7図に示す｡鉄心の磁化特性が角形で

なく舞8図のような柑生をもつために高磁束密度のところでも磁束

変化があり,負荷電圧の高いところではゲート巻線にかかる電圧が

低くなF)ゲート磁化力が制御磁化力を完全に打ら消さなくとも電肛

降1-を生じてしまうので等アンペアターソの関係からずれてくる｡

出力側を短絡した場合にはゲート巻線にかかる電圧が大きく磁東変

化も大きくなりゲート磁化力は制御磁化力を打ち消すだけ流れる

必要があり,(1)式が満足されるようになる｡以上のような理由に

より拘束磁化直列形の外部特性はフォースフルアーク特性となる｡

3.3 並列式自己飽和形リアクトル

自己飽和形リアクトルでほ制御電流を一如こ保ち不飽和な初期磁

束を与えておき,ゲート巻線に半波整流電圧を加えると初期磁束か

ら飽和磁束まで変化して電圧を吸収し,飽和した後ほゲート巻線の

インピーダソスほ本になF)電源電圧と外部抵抗によって定まる電流

が流れる｡この方式では外部特性は弟9図に示すように定電圧特性

に近いので,垂下特性を与えるた捌こデーl､巻線の一部を短絡し並

列形可飽和リアクトルと自己飽和形可飽和リアクトルを結合した方
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第10図 並列式自己飽和形可飽和リアクトル回路

法*,溶接電流を検出し制御巻線に帰還し帰還後の調べにより定電

圧特性から電圧特性まで連続可変できる方法**を考案した｡次にリ

アクトル結合形について述べる｡三相回路に適用した接続図を第10

図に一相分のリアクトルの構造図を弟1】図に示す｡

U相が最高電位になってゲート巻線Guに電圧がかかる｡この電

圧は

ぐ√工=-(恥＋爪･4)一驚-･･(12)
ここに 〃1月:並列に接続されるゲート巻回数

∧ちA:自己飽和形に接続されるゲート巻1司数

*

実用新案出願中

**特許出願中
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第11図 並列式日己飽和形叫飽和りゝアクトル構成図
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第12国 雄列式自己飽和形外部特性(並列巻線18T)

〃1A,一蝿Aは同一鉄心に巻かれており

β1月=昔β2A･
Ⅳ1A,几1β巻線は並列に接続されており

βl_4=β1β ‥.

したがって

卵冬_=_旦む_
df (7J

(13)

(14)

(15)

すなわち,Tl以後にA脚では磁束が増人しB脚では磁束が減少し

その変化は同じである｡

ゲート電流は〃レ1,∧ちAで見なi川ミの半サイクルのうち整流器が

通電している120度の問では

タグ1＋才J,2=才c.

そのほかの期間では

Zpl-プア2=0‥‥

ここに オpl:並列形ゲート巻線の電流

才p2:短絡部の電流

並列形に接続された部分の電流は直流分が含まれず

ん1=左～…汀■榊=去～:十‡方言仁d≠=去
(2),(18)式より

ん他=÷イplⅣ1▲4=⊥仙1月…6

(16)

(17)

ん.‥(18)

‥(19)

以上のように並列式自己飽和形ではゲート巻線の電圧降下は磁束変

化によるから並列形･自己飽和形を加えた片側の足の全巻数により

定まり,ゲート電流の制御特性は並列形に結線された巻線のみによ

るので制御磁化力を著しく減少できる利点がある.1
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第14図 並列式自己飽和形制御特件(寸臣列巻線7T)

この方式による外部特性を策12,13図に,fl荷電圧をパラメー

ターとする制御棒性を弟14図に示す｡ゲート全巻回数に対し並列

形巻回数を減らせば外部特性は傾斜をもつようになF)(19)式も成立

しなくなる｡また短捌寺に制御磁化力とゲート磁化力は(19)式を湘

足する第12図の場合でも負荷電圧が高くなると成記しなくなる｡

これは拘火磁化何列形の場合と同様磁化曲線が{′ヒ令な飽和とならゎ

ためである｡

次に負荷電流を検出し貝帰還を行なっで燕卜q利生を得るノブ式に/〕

いて述べる｡第15図に接続囲を示すが,制御巻線∧仁にの人馬流

を流すと前述のように日己飽和形‾口r飽和リアクトルで第1る図のづさ

線に示すような定電圧特性を有する｢一

員荷電流の検チHは交流変流罪または直流変流耶を使用する｡

負荷電流んと検H電圧Ⅴ′には次の式が成記する｡

11=々ん‥
…(20)

ただし 丘:比例定数

一‾ガ,可変抵抗器VRのセットによF)制御巻紙凡二に才〔･なる電綻

が流れている｡･椛還巻線ルrに流れニュ電流んは次の条件を考える必

要がある｡

(1)㌣r<才ぐγ(1
･･･(21)

(2)叫-≧gぐγc ‥

‥(22)

(21)式が成1王する範側においては才/<0となり5々rに阻1卜され,

オ′は流れ得ず才cのみとなり負荷特件は定電圧特性となる∩

(22)式が成立するときはぎ′≧0となり,肋磁アンペアタ”ソを減

少するように流れ,負荷電流の増加に伴い′封而制御電流は減少し_臼_

荷抑作ほ垂下特性となる√､
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また,仙貰IL-･=き如こある可変跳Jl■亡1そJさ

1て√の調燦により,車下の僅/ナが射ヒ

し,rt点の特性にセットできる(

帰還巻線に電流が流れる時j帥ま

才｡により規定されるのでVRにより 巧
電源電圧

負荷電流のセットに応じて策1d図

点線のような車下特件を有するもの

である｡

第17図に三種の方式による叫飽

和リアクトルの各部の電圧電流波形

をホす｡けけJ側は択抗負荷で負荷芯

陀35V出力電流80Aの場合でぁ

る∩ ゲート電圧ゲート電流波形ほ鉄

心の磁化曲線が理想的角形でないた

捌こ弟2図(b)に示す波形と異なっ

ているが,自由磁化直列形では電圧

が二脚に分圧され飽和時にゲート電

流が流れること,拘束磁化向列形で

ほ一脚にのみ電圧がかかり磁束変化

のある問ゲート電流が流れること,

花列式｢1己飽和形では磁火の飽和帖

にゲート電流が流れることが波形か

ら確認できる｡

桓)
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立
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(参
′ノし卜電圧

石真東一

自由磁イヒ直列形

第18,19図に三穐の方式のg=1荷

電肝･出力電流の過渡特性をホす〔

無負荷状態より鵬抗f輔苛に変えた場合に出力電流が安定

するまでのl即日は並列式日己飽和形で最も短かく約0.3

秒,拘束磁化但列川で約0.6秒,白山磁化市列形で約1.5

秒である｡川力電流の脈動の少ない順をあげると自由磁

化向列形,並列式1'l己飽和形,拘束磁化由列形となる｡

4.可飽和リアクトルの特性とアーク特性

三稚の‖†飽和リ7クト′レを紫流器式向流アーク溶接隙

の電流てIiり御機偶に使用した場で‡のアーク特性について考

察する｡7一ク特惟ほ外詔㌢け性･過渡特性･電流の脈動

に影響される〔

追近の傾向では,アークの安定性の面から外部特性に

ほフォースフルアーク特性が好まれるっ フォースフルア

ーク特性でも短絡時にほフリージソグ防止のために大き

な電流が要求されるが負荷苗舵20～30Vのアーク電圧

の簡岡では比較的電流変化の少ない特性がよい｢,
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第1表 整流器式直流アーク溶接機標準仕様

式
量
圧
数
数
況
開
率
圧
圧
畳

電
波

電
範
用
電
電

次

力
整

一何

周

使

荷

一

出
調

負

格
格

格
流
格
格
負

形
容
定
足
相
定
電
定
定
無
垂

DN-P

200

200V

50または60c/s

3

200A

5～200A

50%

30V

66V

215kg

DN-P

lOO

200V

50または60c/s

3

100A

5～100A

50%

25V

66V

165kg

RCW-750

200V

50または60c/s

3

750A

20～1,100A

70%

45V

75V

l,100kg

矧生調整付電撃防止付

アークの起動は出力側を短絡して行なわれるので起動のときに過

大電流が流れる｡ある程度の過大電流はアークの発生を容易にする

ので望ましいが過大電流が長時間流れ続けることは持板の溶接を行

なう場合に被溶接物に穴をあけるという弊害が生ずるのでアーク溶

接上好ましくない｡この点から起動時の過大電流は短時間で終わり

定常電流に復することが必要である｡

過大電流の発生ほ外部特性において負荷時の電流と短絡時の電流

に差があることに起因するものと,起動時の短絡が電源電圧と電流

の位相差に同期して行なわれないので可飽和リアクトルのゲート巻

線の磁束が過度に飽和することによって生ずるものとがある｡いず

れのものでもゲート電流が過大に流れると制御電流もそれに応じて

1377

第20図 整流器式直流アーク溶接枚外観

増大する｡制御電流はある時間遅れがあって定常値に

復帰しそれにつれてゲート電流も定常値に復帰する｡

特に短絡巻線をもった直列形では制御電流の増大分が

定常値に復帰しようとするのを短絡巻線が抑制するか

ら過渡現象の継続時間が長い｡この時間遅れは時定数

によって定まるからアーク起動時の特性を問題にする

とき可飽和リアクトルの時定数が短いことが必要であ

る｡この点から三種の■うちで並列式自己飽和形がよく

並列部の巻数の少ない形が望ましい｡

アーク電圧の脈動はアーク自身が定電圧特性である

から必然的に小さくなり,電流の出力波形に脈動があ

るときは電流波形に強められて出る｡抵抗負荷では電

圧電流に同じように脈動ができるので実際のアーク負

荷とやや異なる｡電圧電流波形の脈動の点では自由磁

化直列形が少なく,並列式自己飽和形がこれに次ぐ｡

いずれの場合でも鉄心が完全に飽和しないと電流変化

にともない磁束変化が生じ 交流回路にインダクタソ

スが接続されたことになり電流波形の急変が抑制され

波形の平滑化に役だつ｡

起動時ばかりでなくアーク溶接中にも溶滴移行の場

合に短絡状態が生ずる｡弟17図にはアーク溶接中に

短絡現象が起こりやすいようにアーク長を短かくした

場合の波形を示しているが,短絡すると瞬時に電流が

大きくなり短絡を短時間におさえアーク再発生後定常

電流に戻っている｡このような点からも時定数の短い

溶接機がアークの安定性に望ましいと考えられる｡外

部特性･過渡特性･電流の脈動の面から比較した場合

並列式自己飽和形が最も望ましい特性をもっている｡

以上の検討結果よりアーク特性の面で並列式自己飽

和形が望まい､ことがわかり,この方式による新形の整流器式直流

アーク溶接機を製作した｡仕様を弟1表に外観を弟20図に示す｡

アーク特性の向上ばかりでなく操作性にも留意してあり,従来品に

比し著しく小形軽量化されている｡

5.緒 言

整流器式直流アーク溶接横の電流制御に用いる可飽和リアクトル

として自由磁化直列形･拘束磁化直列形･並列式自己飽和形の三種

を取り上げ,三相回路に使用した場合について制御特性を検討し

た｡また,外部特性･過渡特性･出力電圧電流波形よりアーク特性

におよばす影響を考察した｡
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その結果

(1)等アンペアターソの法則は自由磁化直列形ではよく成立

し,拘束磁化直列形では出力側の短絡時には成立するが負荷電圧

が高くなると成立せず制御蔽化力を大きくする必要があり,負荷

電圧が20～30Vのときには約30%増となる｡並列式自己飽和形

でほ並列巻線と制御巻線との間に成立する｡

(2)外部特性は自由磁化直列形ではソフトアーク特性,そのほ

かの2種ではフォースフルアーク特性となる｡並列式自己飽和形

では並列部の巻数を大きくするとソフトアーク柑生になる｡

(3)時定数はゲート巻線と制御巻線の巻数比に影響されるので

制御巻線の巻回数が少ない並列式日己飽和形が最も小さく起動時

登録新案第712929号

第45巻 第8号

の過渡電流の継続時間が短い｡

(4)溶接等の作業に応じ特性を調整する場合は,電流帰還式自

己飽和形が簡単であり,かつ,起動時の過渡電流の継続時間が短

い｡

以上のように,三種の可飽和リアクトルのうちでほ外部特性,時

定数の短いこと,脈動の比較的少ないことから並列式自己飽和形が

溶接機の電流制御装置に適しているということができる｡
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新 案 の 紹 介

中 村 Pl夫･石渡欽之甫

タ ッ プ下穴検出および清掃装置

タップ下穴1ノづに切屑もしくはドリルの折損物が残った状態でタッ

プ加工すると,タップが折損する恐れがある｡この考案は,岡ホの

ごとく,ピストンロッド3の‾F■降移動に伴って,タップ‾F■火検出用

スピンドル11の‾F一端部がタップ下穴16内にそう入すると,スピン

ドル11の軸心部に穿設された空気穴13より圧縮空気が唄汁iして,

タップ下穴16内を清掃し,スピンドル11の■‾F端部がタップ‾F穴16

内に所定の深さまでそう入して,ピストンロッド3に取り付けられ

たドック6が‾F方のリ ミットスイッチ7に接触すると,スピンドル

11が上昇移動して,タップ下穴16内より押出L,スピンドル11が

元の上昇位置に復して,ドック6が_1二万のリミットスイッチ7′′に接

触すると,スピンドル3の移動が停1Lして,タップ下穴16内の検出を

完了するようにし,またタップト穴16内に切屑などが残っているた

め,スピンドル11の下端部が所定の探さに達する郎†に切屑などに当

たって下降移動が停止し,スピンドル11の上端部に取り付けられた

ドック12がリミットスイッチ14に接触すると,スピンド′レ11が一

たん上昇移動し,ドック6が中火のリ ミットスイ､ソチ7′に接触する

と,スピンドル11が下降移動しつつ,空気穴13より圧縮空気を噴

出してタップ下穴16内の清掃を行ない,これを3回繰り返してもな

お,タップ下穴16内に切屑などが残っている場合には,ドック3が

中央のリミットスイッチ7′に3度目に接触したとき,ランプが点灯

し,ブザが鳴って事故を報知するようにしたものである｡したがっ

て,本考案は,自動的に,タップ下穴の清掃および検出を行なうこ

とができ,タップの破損を防Il二することができる｡
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訂 正

本誌45巻7号に誤りがありましたので,下記のように訂正いたします｡

記

(1)42記頁右側下から8行目全部を最下行の｢==‥がONとなり,低速+の次に入れる｡

(2)129頁右側--とより22行目(6)式C=β一告‥(6)をC=一告…(6)にする｡
(3)129頁才了側下よF)24行｢‾125子引‾lの｢‥=‥設.汁にあたっては電旺上昇率′うを小さくするか,または転

流ノ､■真のd才/d′を′トさく･…‥_,の文中｢電圧上昇ヰくノう■を小さくするか,または+を削除する｡

(4)162f(弟10図写真と163頁第1】図写真を入汁替えます｡
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